


ひざから下がありま
せん。義

ぎ
足
そく

をつけて
歩いています。

腰
こし

から下が動きません。
車いすを使って移

い
動
どう

し
ています。

事
じ

故
こ

によって、ひじか
ら先を切

せつ
断
だん

しました。
義
ぎ
手
しゅ

を使っています。

足
あし

腰
こし

が弱ってきたので、
杖
つえ

や歩行器で体をささ
えながら歩いています。
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手手やや足足がが不自由不自由って、って、

どういどういうこと？うこと？ 手が不自由だと…

足が不自由だと…

腕
うで

や足の一部がなかったり、うまく動かな

かったりするために、ものをつかむ動作や、

立ったり歩いたりする動作がむずかしい人が

います。原
げん

因
いん

はさまざまで、生まれたときか

らの場合もあれば、病気や事
じ

故
こ

、高
こう

齢
れい

による

手や足が不自由な人たち

手や足が不自由でこまること

場合もあります。状
じょう

態
たい

も人によってちがい、

足
あし

腰
こし

が弱って長い距
きょ

離
り

を歩けない人も、手や

腕
うで

に力がはいらない人もいます。

そうした人たちのくらしの不便な点を改
かい

善
ぜん

するためにつくられたのが福
ふく

祉
し

用具です。

日
にち

常
じょう

生活のなかで、どのようなときに不便を感じるか、場面ごとに見てみましょう。

はしやスプーンをもてない。
うまく使えない。

食事をするとき
ペンをもてない。指に力がはい
らなくて、うまく字を書けない。

字を書くとき

立ったりすわったりする動作がで
きない。動作に時間がかかる。

立ちすわりをするとき
スペースがせまく、車いすに乗った
ままでは使用できないトイレがある。

トイレを使うとき
坂道や段

だん
差
さ
をのぼりおりできない。

長い距
きょ
離
り
を歩けない。

歩くとき

服のそでに腕
うで
をとおせない。

ボタンをとめられない。

服を着るとき

手や足が不自由だと、
どんなことで

こまるんだろう？

自分の力で起きあがるのが
むずかしいので、介

かい
護
ご
ベッ

ドを使用しています。
お風

ふ
呂
ろ
に

はいるとき
は、

どうしてい
るのかな？

車いすから

ベッドにうつるときは、

どうしているの？

手に力がはいらなかっ
たら、どうやってびん
のふたをあけるの？

電話をかけるときは、

どうすればいいの？　
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陸上競
きょう

技
ぎ

用
よう
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ソケットソケット
足をいれるところ。

ひざひざ継継
つぎつぎ

手手
てて

ひざの関節の役
やく
割
わり

をはたす。

足足
そくそく

部部
ぶぶ

体をささえる足の部分。写真は、足
の形の外

がい
装
そう
をつけている。

義義
ぎぎ

足足
そ くそ く

義
ぎ

足
そく

は、足がない人のための人工の足です。歩くこと
を助け、見た目をおぎないます。うしなった部位や用

よう

途
と

などによって、さまざまな義
ぎ

足
そく

があります。

大
だい

腿
たい

義
ぎ

足
そく

下
か

腿
たい

義
ぎ

足
そく

股
こ

義
ぎ

足
そく

大
だい
腿
たい
は、ふともものこと。ふと

ももから下の部分をおぎなうた
めに使う。

下
か
腿
たい
は、ひざから足首までのこ

と。ひざの関節より下の部分を
おぎなうために使う。

骨
こつ
盤
ばん
の一部や、大

だい
腿
たい
のつけ根に

ある股
こ
関
かん
節
せつ
、そこから下の部分

をおぎなうために使う。

スポーツをするときに使用する義
ぎ
足
そく
。常

じょう
用
よう
義
ぎ
足
そく
よりも

軽くて強度の高い素
そ
材
ざい
でつくられている。陸上競

きょう
技
ぎ
用
よう

の義
ぎ
足
そく
（右の写真）は、競

きょう
技
ぎ
用
よう
トラックで短

たん
距
きょ
離
り
走
そう
を

走ったり、走り幅
はば
跳
と
びで地面をけってとんだりするこ

とができる。また、水泳用の義
ぎ
足
そく
は、防

ぼう
水
すい
加工がほど

こされ、プールで泳ぐことができる。

常
じょう

用
よう

義
ぎ

足
そく

スポーツ用義
ぎ

足
そく

左は、上の義
ぎ

足
そく

をや
わらかい素

そ
材
ざい

の外
がい

装
そう

でおおったもの。外
がい

装
そう

でおおわずに使用
することもある。 写真は外

がい
装
そう

でおおったもの。
写真は外

がい
装
そう

で
おおったもの。

足のどの部位をおぎなうかによってわけたものです。体形や足の長さ、必要
とする機

き

能
のう

などは人によってちがうので、利用者にあわせてつくられます。

使い道や目的によってわけたものです。スポーツ用義
ぎ

足
そく

は、はげしい運動に
もたえられるように、じょうぶにつくられています。

足足
そくそく

部部
ぶぶ足足

そくそく

部部
ぶぶ

ソケットソケット ソケットソケット

ひざひざ継継
つぎつぎ

手手
てて

部位による分類

義
ぎ

足
そく

をつけても、すぐに

歩けるわけではないよ。

病院やリハビリ施
し

設
せつ

でト

レーニングをして歩ける

ようになるんだ。

用
よ う

途
と

による分類

ふだんの生活で使用する義
ぎ
足
そく
。金

きん
属
ぞく
やカーボンの骨

ほね

組
ぐ
みがささえになっている。左のページの写真のよ
うに、はだの色をした外

がい
装
そう
でおおうこともある。

オットーボック・ジャパン

オットーボック・ジャパン
写真：一般社団法人日本義肢協会「義肢・装具カタログ」より抜粋
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❸車いすスペース
車いすやベビーカーのため
にもうけられた広い場所。
ゆったり利用できる。

❷優
ゆう

先
せん

席
せき

体の不自由な人や高
こう
齢
れい
者
しゃ
、

妊
にん
婦
ぷ
などが優

ゆう
先
せん
的
てき
に利用で

きる。

❶手すり・つり革
かわ

足の不自由な人や高
こう
齢
れい
者
しゃ
、

一
いっ
般
ぱん
の人が体をささえるの

に役立つ。

「バリア」はじゃまなものや障
しょう

壁
へき

、「フリー」はとり
のぞくという意味です。「バリアフリー」とは、人が
何かをしようとするときの障

しょう
壁
へき

をとりのぞき、だれも
が生活しやすくしようという考えかたです。段

だん
差
さ

や放
置自転車などの目に見えるものだけでなく、制

せい
度
ど

や差
別などの目に見えないものもバリアといえます。

物�理的なバリア　通路の段
だん

差
さ

や歩道の障
しょう

害
がい

物
ぶつ

など、
物体によるバリア。

�情
じょう
�報
ほう
面
めん
のバリア　目や耳などの障

しょう
害
がい

のために情
じょう

報
ほう

がえにくいというバリア。
制
せい
�度
ど
的
てき
なバリア　障

しょう
害
がい

があることによって、入学
や就

しゅう
職
しょく

などに制
せい

限
げん

があるというバリア。
心�のバリア　障

しょう
害
がい

のある人を差別したり、無関心
だったりするなどの心理面のバリア。

４
つ
の
バ
リ
ア

バリアフリーって、どういうこと？

駅駅

乗乗り物り物

体の不自由な人や車いす使用者が乗
じょう
降
こう
しやすい機

き
能
のう
をそな

えた車。車いす使用者が運転できるように、補
ほ
助
じょ
装
そう
置
ち
をそ

なえた車もある。

乗
じょう
降
こう
口
ぐち
を低くしたバス。足の不自由な人や高

こう
齢
れい
者
しゃ
、子ども

が乗
じょう
降
こう
しやすい。車内には手すりやつり革

かわ
のほか、車いす

スペースもある。

空港の通路は広く、車いすでの移
い
動
どう
がしやすくなっている。

飛行機には、機内で利用できる小
こ
型
がた
の車いすが用意されて

いる。

車いすの乗
じょう
降
こう
口
ぐち
やスペース、スロープをそなえていて、車

いすでの利用がしやすいタクシー。車いす使用者以外も利
用できる。

手でつかんで体をささえるための手
すりがある。上下2段

だん
になっていて、

子どもから高
こう
齢
れい
者
しゃ
まで、だれでも使

用できる。

一
いっ
般
ぱん
の改
かい
札
さつ
口
ぐち
よりも幅

はば
が広くつくられて

いる。車いすや荷物の多い人でも、ゆっ
たり通

つう
過
か
できる。

車いす使用者が電車に乗
じょう

降
こう
できるように、車両と

ホームの段
だん
差
さ
やすきまを

解
かい
消
しょう
する。とりつけは駅

員がおこなう。

ホームのある階と改
かい
札
さつ
のある階が

ちがう駅に設
せっ
置
ち
されている。階

かい
段
だん

を利用できない人の移
い
動
どう
に役立つ。

ホームと線路を仕切
るドア。目の不自由
な人や子どもなどが
線路に転落したり、
電車と接

せっ
触
しょく
したりす

る事
じ
故
こ
をふせぐため

に設
せっ
置
ち
されている。

券
けん
売
ばい
機
き
の下の部分がくぼん

でいて、コイン投入口が大
きく低い位置にある。車い
すに乗ったままで操

そう
作
さ
でき、

手の不自由な人や子どもで
も使いやすい。

福
ふ く

祉
し

車両

ノンステップバス

空港・飛行機

U
ユー

D
ディー

タクシー

電　車

階
か い

段
だ ん

の手すり 広い改
か い

札
さ つ

口
ぐ ち

乗
じょう

降
こ う

するためのスロープ板

エレベーター・
エスカレーター

ホームドア

買いやすい券
け ん

売
ば い

機
き
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広い広い

ホームドアホームドア

くぼんでいるくぼんでいる

コイン投入口コイン投入口

せまいせまい
（（一一
いっいっ
般般
ぱんぱん
用用
ようよう
））

上の上の段段
だんだん
（高い）（高い）

下の下の段段
だんだん
（低い）（低い）

❶❶

❸❸

❷❷

❶❶

❶❶

川崎タクシー

ホンダ
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見開きイラストと写真で構
こ う

成
せ い

体の不自由な人や高
こう

齢
れい

者
しゃ

などは、家のなかでいろいろな福
ふく

祉
し

用具を利用しています。福
ふく

祉
し

用具は体の不自由なところをおぎない、生活のさまざまな場面で役立っています。くわしく

見ていきましょう。

身だしなみの用具
（p.40）

スイッチ・
リモコン（p.35）

意思を伝える用具（p.42）

そのほかの用具
（p.43）

文
ぶん
房
ぼう
具
ぐ
（p.41）

（p.37）

（p.30〜31）

（p.29）

（p.28）

（p.32〜33）

（p.34）

（p.38〜39）

（p.28）

（p.29）

家のさまざまな場所で
役立つ福

ふ く

祉
し

用具

トイレ

ドア廊
ろ う

下
か

階
か い

段
だ ん

玄
げ ん

関
か ん

寝
し ん

室
し つ

浴
よ く

室
し つ

第
2
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浴
よく

室
しつ

階
かい

段
だん

台所

トイレ

寝
しん

室
しつ 廊

ろう

下
か

リビング

玄
げん

関
かん

食器類

（p.36）台所 台所用具
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スライドドア

手すり

ドアノブ用
ハンドル

電
で ん

気
き

錠
じょう

吸
きゅう

盤
ば ん

つき
ドアハンドル

段
だ ん

差
さ

解
か い

消
しょう

機
き

手すり

床
ゆか
面
めん
が昇

しょう
降
こう
することで、大

きな段
だん
差
さ
を解
かい
消
しょう
する装

そう
置
ち
。

車いすに乗ったままで段
だん
差
さ

をこえることができる。

いす式階
か い

段
だ ん

昇
しょう

降
こ う

機
き

いすにすわった状
じょう
態
たい
で階
かい
段
だん
をの

ぼりおりする装
そう
置
ち
。車いす使用

者や、階
かい
段
だん
の移

い
動
どう
が困
こん
難
なん
な高
こう
齢
れい

者
しゃ
などが安全に使える。

もちはこべて、さまざまな場所に設
せっ
置
ち
できる

スロープ。軽い素
そ
材
ざい
でつくられていて、折り

たたんではこぶことができる。いろいろなタ
イプのスロープがあって、段

だん
差
さ
の高さや幅

はば
に

あわせて利用する。

スロープは、ゆるやか
な坂のこと。地面から
玄
げん
関
かん
までのあいだや玄

げん

関
かん
内
ない
にスロープをつく

れば、車いすのままで
家に出入りできる。

横にひいてあけるタイプのド
ア。床

ゆか
に段

だん
差
さ
がなく、開

かい
閉
へい
口
ぐち

が広いので、車いすや歩行器
を使用しているときや、荷物
をもっているときでも、らく
に通
つう
過
か
できる。

手すりは、手でつかんで体をさ
さえ、転

てん
倒
とう
などをふせぐための

バーや横
よこ
木
ぎ
。段
だん
差
さ
のある玄

げん
関
かん
に

設
せっ
置
ち
することで、体をささえな

がら移
い
動
どう
できる。

廊
ろう
下
か
などに設

せっ
置
ち
する手すり。木

もく
製
せい
や金

きん

属
ぞく
製
せい
など、材

ざい
質
しつ
はいろいろある。廊

ろう
下
か

や部屋にあった長さや形
けい
状
じょう
を選んでと

りつける。

ドアをあけやすくする
取っ手。丸いドアノブ
にハンドルをとりつけ
ることで、レバーのよ
うに開

かい
閉
へい
できるように

なる。手や指に力がは
いらず、ドアノブをに
ぎりにくい人があけや
すい。

電動で開
かい
閉
へい
する錠

じょう
前
まえ
。リモ

コンやカードを使ったり、
指をふれたりすることで、
ドアを開

かい
閉
へい
できる。小さな

カギ穴
あな
にカギをさしこむ必

要がないので便利。

重くてあけにくいドア
やガラス戸にとりつけ
る吸

きゅう
盤
ばん
のついた取っ手。

腕
うで
や体全体の力を使う

ことで、指や手の力が
弱い人がらくにあけら
れる。

玄
げん

関
かん

や階
かい

段
だん

の段
だん

差
さ

は、
外出や移

い

動
どう

を困
こん

難
なん

にしま
す。段

だん

差
さ

を解
かい

消
しょう

して、通
つう

過
か

しやすくするくふうが
あります。

廊
ろう

下
か

に手すりがついてい
ることや、部屋のドアにあ
けやすいくふうをすること
で、体の不自由な人が移

い

動
どう

しやすくなります。

玄玄
げ んげ ん

関関
か んか ん

・・
階階
か いか い

段段
だ んだ ん

廊廊
ろ うろ う

下下
かか

・・
ドアドア

スロープ

携
け い

帯
た い

型
が た

スロープ

段段
だんだん

差差
ささ

スロープスロープ

スタンドスタンド

手すり手すり

新光産業

広洋産業

ダンロップホーム
プロダクツ

スガツネ工業

LIXIL

矢崎化工

アビリティーズ・ケアネット アビリティーズ・ケアネット

矢崎化工
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